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◆次回の例会◆ 令和 4 年 2 月 3 日（木）地区公共イメージ部門卓話   点鐘：12：30 会場：ふな又 

 

皆様こんばんは！ 

突然の話になりますが、今の日本は人 

口が約 1億 2000万人と言われています。 

それが、現在の出生率のまま 100年間過 

ぎますと約 5000万人の人口になるそう 

です。 

100年後だと感覚的にピンとこないので 

少し見る角度は変わりますが 2050年（約 

30年後です）までに 1億人の人口を維持するには今の出生

率のままですと約 1714 万人の諸外国の方の受け入れが必

要になるそうです。1 年間にお亡くなりになる方、自国に

帰られる方など色々な要素を加味しながら計算し年平均に

直すと約 34万人になるそうです。移民の方も年を取ってい

きますので、生産人口（15 歳以上 64 歳以下）で考えてい

きますと 2050 年までに約 3233 万人の移民の受け入れ、年

平均、約 65万人受け入れる必要があるそうです。 

人口を維持するというのは本当に大変なことだと考えさせ

られます。 

私は仕事をする人間として人口が減るというのはそれだ

けで同じことをし続けていると仕事が減ると考えていま

す。 

間違いなく国として今より貧しくなります。人口は国の根

幹であり、非常に大切なことだと考えています。人口がな

くなれば自然と日本国の消滅ということになります。間違

いなく悲しい結果が待っています。 

本日は会員増強・選考委員会によるクラブフォーラム、

終了後に新会員である松永会員からの新会員卓話となって

います。会員増強はどのロータリークラブにとっても永遠

の課題だと思います。私自身、3 回も会員増強系の委員会

の委員長をさせていただきましたが、全然答えが出ていま

せん。その中で一つだけわかったことは当たり前のことだ

と考えられますが、人がいなければロータリークラブは成

立しないということです。時間と共に退会されるメンバー

の方もいらっしゃれば、人間ですからお亡くなりになられ

るメンバーの方もいらっしゃいます。増強し続けなければ、

消滅することになります。国の考えと同じです。 

どのようにすれば奉仕の理念を共に共有できる岩槻ロータ

リーのメンバーが増えていくかフォーラムをされる小林委

員長と共に意見を出し合い考えていければいいと思いま

す。 
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ＩＭ実行委員 出山知宏 
来月 2月 16日は第 3・第 4グループ合 

同インターシティミーティングを予定 

しておりましたが、新型コロナウイルス 

オミクロン株の感染状況を考慮し開催 

中止を決定いたしました。 

1.  

 

 

 

 

 

 

2023～2024年度派遣ロー 

タリー財団奨学生募集の 

案内が届いております。 

2. ハイライトよねやま Vol.262 が届いております。 

3. 大宮西 RC、大宮北 RC、大宮東 RC、岩槻東 RC、大

宮北東 RCから週報が届いております。 

以上 3点よろしくお願いいたします。 

 
 

幹事報告         幹事 小田光司 

委員会報告          
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会員増強・選考委員会主管                       

クラブフォーラム 

       会員増強・選考委員長 小林利郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区会員増強維持委員長として地区内のクラブにお

邪魔してご意見を伺う中で、会員数が十数名のクラブで

も出席率 100％を達成したり、国際奉仕事業にも本当に

積極的に取り組んでおられるクラブや、「うちはこの人

数の方がやりやすい」というクラブもありました。 

会員数が増えるとクラブにとってどのようなメリッ

トデメリットがあるのか、みなさんにお聞きしたいと思

います。 
 

・人数が多ければ異業種の方、他の経営者の方からさ 

まざまな有益な話が聞ける事。 

・大きな事業ができる。 

・クラブが大きくなり活性化してパワーが上げる。 

・クラブの重みを感じる。会員数によってクラブの大き 

さを感じるので。 

・大人数の例会で発表する機会があり、良い意味で緊張 

感がある例会だと感じた。 

・大きいクラブの方が新会員を集めやすい。 

・会員数が多くても出席率が低ければ意味がない。 

・人数が多いとグループが出来て個々に小さな集団にな 

ってしまう。 

・自分一人くらい欠席してもいいという気持ちになる。 

・少ない人数だとメンバー同士近所づきあいのような親 

しみやすさがある。 

・40名くらいの会員数がいいのでは。 

・人が多いと話がまとまらなかったり、まかせてしまう 

こともある。 

・事業を成功させるためには、少ない人数でも会員 1 

人 1 人が関わることになり、一体感が生まれる。 

・人数が多いとよく分からない人もいるが、少ないと一 

丸となって 1人ずつが活躍できる。 

 

例会は本当に大事です。また同じくらい事業も大事で

す。事業を成し遂げた時の達成感を会員みんなで共有す

るということはどんなに大切かと思います。 

ご意見にもありましたが、「ロータリーに入りたい」

というより、「岩槻ロータリークラブに入りたい」と思

われるような事業や楽しい活動をすることで後から会

員拡大がついてくるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

新会員卓話 

      松永 豪 会員（2021年 10月 7日入会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日お話させていただきます、昨年 10月に入会させて

いただいた松永豪と申します。 

昭和 51 年 5 月 13 日生まれ、生まれも育ちも岩槻です。

現在も妻と猫三匹と共に岩槻に暮らしています。 

 

中学校から高校までバスケットボール部に所属してお

りました。決して胸を張れる学生生活は送ってきていま

せんが、バスケだけは真剣に取り組んできたと思います。 

中学生の時は同学年の部員数名いたのですが、あまりの

練習の過酷さに一人また一人と辞めていき最終的に私一

人になってしまいました。おかげで良くも悪くも先輩方

にかわいがっていただき、充実した部活動となり体力と

忍耐力はここで養われたと思います。先輩方が引退後に

同学年では私一人しか残っていなかったので当然部長と

なり、後輩には恵まれたのですが、顧問の先生がバスケ

未経験だったこともあり、チームを纏める部長の役割と

指導方法や戦術を考える監督の役割をすることになり、

試行錯誤しながら日々を送っていました。当時の後輩に

は無茶苦茶な事も言ってきたと思いますが、よく付いて

きてくれたと感謝しています。 

高校に入りさらに部活動に夢中になりました。強い学

校ではありませんでしたが同学年の仲間も出来て、体格

差や怪我、人間関係に悩みながら一生懸命、楽しく、ぶ

つかり合いながら過ごしました。 

残念ながら最後までレギュラーを取ることができず、と

ても落胆したことを今でも覚えています。しかし、この

時の仲間は今でも集まるほど仲が良く、妻ともこの頃出

会いました。 

仲間も妻も一生ものの財産が出来たと思っております。 

高校卒業後もこの時の仲間を中心にバスケチームを作

り、体力の限界を感じた 35歳までバスケを楽しんできま

した。 

バスケ以外にも色々な事をしてきました。エレキギタ

ー、ウクレレ、ジャンベ、海釣り、ラジコン、ロードバ

イク、最近ではゴルフをしております。どれも身になっ

ていないので恥ずかしいのですが、私の性格上「出来な

い」「やらない」と言いたくないというのがあり「まずは

チャレンジしてみよう」「楽しんでみよう」と思っていま

す。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回の例会◆ 令和 4 年 2 月 3 日（木）地区公共イメージ部門卓話   点鐘：12：30 会場：ふな又 

会員増強・選考委員会主管                       

その後、住宅会社に入り経営側の立場ながら住宅営業

をしました。 

個人のお客様とお話をすることはとても新鮮で、お客様

のご希望を叶えるための資金計画から用地選定、プラン

ニング、内外装のカラー選定までお客様に喜んでいただ

けるように私も楽しみながら行いました。ご要望を叶え

られず成約にならないこともありましたが、お客様の一

生で一番大きな買い物になるかもしれないという責任

を感じながら、お引渡し時のお客様からの感謝の言葉に

やりがいを感じていました。 

また、施工中の建築現場に赴き、職人さん達にお話を

聞きながら技術的な事や建築用語、施工上の注意点など

教えていただきました。 

そこで私は、職人さん達の一手間のプライドに感銘を受

けました。 

現在の住宅工事は工業化や材料の変化によって、切っ

たり、削ったりすることが少なくなってきています。作

る人の腕に差が出ないよう作り方も決まっています。そ

のまま施工しても、仕事をお願いしている私達やお客様

が満足できる住宅に仕上がると思います。 

ですが、お話をさせていただいた職人さん達は１０年

後、２０年後のお客様のより良い生活を考え、歪みや軋

みが出にくいよう一手間を加えていたのです。 

このことにより、私はお客様に対しこれまで以上に自信

を持ってお勧めすることができました。今でもこのよう

な心意気を持った職人さん達に支えられています。 

 

現在は令和元年 8 月に独立し、（株）松永住建として

今までの経験や人間関係を活かし、耐震構法を中心とし

た新築、増改築、リフォーム、土木工事を請け負ってお

ります。 

お客様に喜んでいただけるのであれば建設業務以外に

害獣駆除や草刈りなども請けました。 

 

建設業という柱はありますが、何の技術も持っていな

い私は一人では何も出来ないと自覚しています。しかし

ながら、何も出来ない自分は何でも出来るし、何者でも

ない自分は何者にでもなれると信じています。また、成

し遂げられないことも、多くの方の力をお借りすれば成

し遂げられると思っています。 

まだまだ足元の覚束ない私、そして会社ですが、仕事

にロータリー活動に楽しみながら励んでいきたいと思

っております。 

岩槻ロータリークラブの皆さんと親しくなり、永く良い

関係が築けましたら幸いです。これからも多くの方に感

謝されるよう頑張っていきたいと思っています。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

当然、失敗や損をすること、嫌いになってしまったこ

と、無駄にしてしまったものもあります。特にジャン

ベというアフリカの打楽器は何人かに演奏を披露した

のですが、全く理解してもらえず、今では荷物置きに

なってしまいました。 

それも、やってみたから分かることと今では良い思い

出として残っています。 

仕事に対しても基本的にこのスタンスは変わりませ

ん。 

 

私が最初に就いた仕事は、再生骨材工場というコン

クリート・アスファルト廃棄物の中間処分場です。幼

少期に父親に工事現場に連れて行かれバックホウやブ

ルドーザーなどに乗せてもらい楽しかった思い出があ

ったので、その頃から働く車が好きでした。ですから

再生骨材工場では大型の重機やダンプトラックが行き

交う中ワクワクしておりました。埃まみれで休みが少

なく忙しい職場でしたが、廃棄物の再生という環境面

と現場から必要とされる仕事であることに、やりがい

と誇りを持って仕事にあたりました。 

ここでは工場長までやらせてもらい、親会社の総合建

設業に出向することになります。 

これまでの作業着姿からスーツ姿に変わり、社長室

や総務部という部署で管理業務に就きました。 

主な仕事内容としては、安全管理、ＩＳＯ、社内イベ

ント等の運営準備、協力業者会の事務局など多岐に渡

りました。 

特に安全管理とＩＳＯは他の社員に嫌がられていたと

思います。 

建設業は常に危険と隣り合わせの職場ですので、安全

管理はとても重みがありました。 

 

安全管理者講習を受けた際、ある建設会社の事故事

例が挙げられました。大規模な建築工事での死亡事故

で、建設会社の社長、安全管理者、現場監督が遺族に

謝罪に行った時の遺族の言葉です。 

「あなたたちにとって数百の命の一人かもしれません

が、私たちにとってはかけがえのない命なのです」と

言い、泣き崩れたそうです。 

この言葉に私の安全管理に対する認識が大きく変わり

ました。 

当たり前のことですが、それぞれ家族や友達、恋人な

ど無事に帰ってくるのを待っている人たちがいる。 

こんな思いを現場で働く人の大切な人達にさせてはい

けないと、「法律や規則を守るための安全管理」から「命

を守るための安全管理」に変化していきました。 

 在籍中は沢山の人にお世話になり、助けられ、新し

いチャレンジが多くありました。 
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出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

28 12 1 0 46.42％ 

 

小田光司 よろしくお願いします。 

小林 篤 よろしくお願いします。 

小林利郎 松永会員、卓話楽しみにしています。 

小林佑次 よろしくお願いします。 

田中芳明 小林委員長、松永会員、本日は宜しくお願い致 

します。 

田畑寛樹 松永会員、卓話楽しみにしております。皆様、本 

日も何卒宜しくお願い申し上げます。 

出山知宏 よろしくお願いします。 

中村 正 卓話よろしく！ 

藤澤洋介 宜しくお願いします。 

松永 豪 よろしくお願いします。 

三浦宣之 松永さん、本日宜しくお願いします。 

 

スマイルＢＯＸより 

リモート出席でのスマイル送金  埼玉りそな銀行岩槻支店 (普)1445466 岩槻ロータリークラブ 

地下鉄 7号線延伸線について                       

 

スマイル報告 

本日のスマイル合計 15,000 円 

年間累計額 426,000 円 

 

社会・国際奉仕委員会 中村 正 
東京メトロ南北線と埼玉高速鉄道線を 

併せた都心直結路線である地下鉄 7号 

線延伸計画と中間駅周辺のまちづくり 

について現況報告いたします。 

 

 

区内の城北中学校野球部が埼玉県大会において優勝し、３月

に開催される全国大会出場を決めました。 

そこで岩槻東ＲＣとともにクラブからも寄付金 10,000 円を

贈ることになりましたのでご報告申し上げます。城北中学校

ナインの活躍が楽しみです。 

城北中学校野球部へ寄付金          


